モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式②）モデル事業の実施プロセス・効果】

１．モデル事業の計画段階のプロセス
　① モデル事業の申請に至るまでのプロセス

	・どのような目的や動機、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

大牟田恵愛園は山の上に位置し、そこで弁当事業・クリーニング等の作業を行ってきたが、以前より将来的には街中に施設を作り、事業展開を行いたいという願いを持っていた。そのような中、障害者自立支援法施行にともない、平成１９年1月から新事業へ移行することを決め、新しい施設の建築に取り組むこととなった。

　大牟田恵愛園の弁当事業については、２００３年からスタートし、製造数も30個ぐらいから130個へと年々伸びてはきていたが、大牟田恵愛園での弁当製造数にはスペース的に限りがあり、180個程度しか注文を受けることができない状況だった。そのような状況の中、新事業所の作業としては、弁当事業を行い、個数を伸ばしていくこと、また、地域との関係を拡げていく上でも、レストラン事業を新たに始め、展開していくことを決定した。

施設利用者の状況としては、障害者自立支援法の施行により、定率負担・実費負担が増えたこと、就労継続支援事業Ｂ型を利用する人たちが入所できないことなど、利用者の人たちが年金とあわせて地域生活が可能となるような工賃を支払っていく必要があることなどについて職員間での話し合いを行った。

　そのような中、今回の工賃水準ステップアップ事業では、レストラン事業の新規立ち上げ及び弁当事業の充実について、経営コンサルタント（専門家）の方と一緒に取り組むことにより、障害のある人たちの地域生活が可能となる賃金保障を目指したいとの思いから、モデル事業の申請を行った。


　

② コンサルタント等の選定におけるプロセス

	・どのような目的、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

コンサルタントの選定については、はじめての取り組みであったため、誰にお願いしたらいいかわからなかった。そのような中、日頃からつながりがあった大牟田市の商工会議所の方に、今回の事業内容の説明を行い、相談したところ、エムケイブレーンを紹介していただいた。


③ 対象事業（対象作業科目）の選定の方法とプロセス

	・どのような対象事業の選定方法（市場調査の実施や現状の作業の検証など（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む））を行い、その結果どのような施設内の話し合いがあって対象事業の決定に至ったのか

大牟田恵愛園での弁当製造数にはスペース的に限りがあり、180個程度しか注文を受けることができない状況だった。そのため、弁当事業で働く利用者に対しての工賃を上げていきたいという願いはあったものの、それができなかった。そのような中、今回の対象授産科目の選定については、弁当事業の場所を新事業所に移動し、内容を充実させること（個数を増やすこと）及び新規にレストラン事業を立ち上げ充実させることと決定した。今回の工賃水準ステップアップ事業の作業科目の決定については、コンサルタントへお願いする前にすでに決まっていたので、コンサルタントとの取り組みは、主にレストランの中身についての検討が中心となった。


④ 具体的数値目標・改善計画の策定のプロセス

	・具体的数値目標や改善計画の策定（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む）にあたり、どのような施設内の話し合いがあって決定に至ったのか

具体的数値目標は、就労継続支援事業Ａ型の利用者には最低賃金、就労継続支援事業Ｂ型の利用者には平均30,000円を支払うという工賃目標を立てて、逆算を行い、必要な売上を算出した。工賃目標・売上目標がまず先にあったので、コンサルタントの方にはこれを実現するためにはどのように取り組んでいけばいいかを相談し、売上の確保に向けて取り組むこととなった。特に、レストラン事業の内容については、コンサルタントが中心に徹底的に市場調査等を行い、どのような内容にするかについて、アドバイスをもらった。例えば、バイキング、ＵＤを取り入れたレストラン構想、中高年者をターゲットとしたレストラン、人に優しいレストラン　　等々


　⑤ 地域ネットワーク会議の設置に至るまでのプロセス

	・どのような目的をもって地域ネットワーク会議を設置したか、どのような施設内の話し合いがあって構成委員を選定し、地域ネットワーク会議の設置に至ったのか

コンサルタントと施設関係者で、「地域ネットワーク会議のあり方」について検討を行った結果、地域の皆さんにレストラン・弁当事業について知っていただくため、また、レストランにも足を運んでくださったり、レストラン・弁当事業の宣伝をしていただけるのではということで、できるだけ幅広くメンバーを集めた方がいいのではないかというアドバイスをコンサルタントからいただいた。そこで、地元の行政、校区の代表、商店街組合の代表、ＮＰＯ団体など多くの方に声をかけて会議を構成していくこととなった。


　⑥ 職員への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように職員全体に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

職員会議及び法人内の会議で工賃ステップアップモデル事業についての説明及び報告を定期的に行った。またネットワーク会議には、事務局以外に法人の理事及び法人内の各施設長にメンバーに入ってもらい、理解を深めていった。

　実際に現場で関わる嘱託職員にも、施設内の会議にて工賃水準ステップアップ事業の進捗状況及び工賃アップの意味（なぜ、工賃を上げようと思っているのか等）等について話をしたり、目標に向けての改善策などについても話し合いを行い、共通理解を図っていった。


　⑦ 利用者・家族等への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように利用者や家族に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

全体連絡会（利用者も参加）等にて工賃ステップアップ事業の説明を行い、工賃を上げていくために弁当事業を充実させ、新規にレストラン事業を立ち上げることなどについて説明を行った。

私たちの施設では、平成16年4月より利用者の意向を尊重した機能分化を行っていた。弁当事業については、高い賃金を目指すグループのひとつの作業であったため、利用者から工賃アップしていくための改革などについては反発もなくスムーズに進んでいった。家族については、特に今回説明会等は行っていないが、機能分化、事業振興、個別支援計画等の説明を利用者・家族説明会にて、数回行っていたため、働くことを希望する利用者に対して事業振興に取り組むことについては、反対の声は聞かれなかった。


２．モデル事業の実施内容

（1）モデル事業の実施体制
　① モデル事業実施にあたっての事業者側の体制
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　② 職員や利用者のスキルアップのための研修体制

・実施（受講）してきた研修名（見学先施設名）、その目的と効果、参加者、など

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と評価
	参加者
	備考

	
	平成18年

11月10日
	ﾊﾞｲｷﾝｸﾞﾚｽﾄﾗﾝ視察
	ﾚｽﾄﾗﾝのﾒﾆｭｰ検討
	職員１名
	

	
	12月11日
	野菜の直売所視察
	ｼｮｯﾌﾟ部門、ﾚｽﾄﾗﾝの仕入れ
	職員３名
	

	
	12月15～29日
	内部研修
	調理実習、盛り付け
	利用者２名

職員３名
	野菜のｿﾑﾘｴ

	
	平成19年

１月４日
	内部研修
	レストランの全体像
	利用者４名

職員４名
	中小企業診断士

ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

	
	１月５～６日
	内部研修
	接客について
	利用者３名
　職員３名
	中小企業診断士

ボランティア

	
	２月８～９日
	高い賃金を目指す実践講座
	
	　職員３名
	


（2）モデル事業に基づく工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したか
	主担当職員名

（イニシャル）
	職種
	実施月日
	具体的な行動

	Ｙ．Ｋ
	施設長

・他職員１名
	平成18年

10月15日
	・厨房、レストランの配置、厨房機器の選定

（効率化、コンベア導入）

	Ｙ．Ｋ
	施設長

・他職３名
	12月18日
	・レストラン内レイアウト

	ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
	
	12月19日
	・近隣地区へのアンケート配布

（レストランのニーズ調査）

	Ｙ．Ｏ
	栄養士

・他職員２名
	12月1～29日
	・レストランメニュー検討、調理実習

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者

· 他職員3名

· 利用者5名
	平成19年

1月５～６日
	・レストランプレプレオープン

（接客、調理～食事提供時間までの時間など確認）

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者

· 他職員3名

· 利用者5名
	1月９～12日
	・レストランプレオープン

（接客、調理～食事提供時間までの時間など確認）

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者

・他職員3名
	1月９～12日
	・レストラングランドオープンのチラシ配布

（市役所、近隣地区、市内の企業など）

	Ｅ．Ｈ
	作業支援員
	１月９日
	・お弁当（夕食）スタート

	Ｙ．Ｋ
	施設長
	１月15日
	・近隣の企業の職員労働組合へ営業

（レストラン、お弁当のお願い）

	Ｍ．Ｓ
	作業支援員
	１月15～31日
	・レストランにて抽選券配布

（リピーター確保の為）

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者

・他職員２名

・利用者８名
	２月１日
	・お弁当（昼食）のコンベア製造体制テスト

（1時間で何個作れるのか）

	Ｍ．Ｓ
	作業支援員

・他職員４名
	２月５～９日
	・お弁当（昼食）チラシ配布

（近隣、新規エリアへ）

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者
	２月15日
	・野菜の直売所オープン

	Ｅ．Ｈ
	作業支援員
	２月23日
	・配食サービス可能校区増の申請


３．モデル事業における効果の検証

① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

· 売上アップの意識が利用者にも出てきて、自らチラシの配布、レストランやお弁当の宣伝を知人、友人へする人も出てきた。

（利用者からの声）

· 特に何が変わったとは感じないが、工賃が上がることはとてもうれしいです。機械化（コンベア導入）して早くできるようになったと思いますが、まだ慣れていないこともあり、少し戸惑っています。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

· 初めてコンサルタントと協働で事業振興に取り組み、市場調査の重要性、営業の重要性、新たなメニューの開発、各マニュアルの作成等、専門的学習の場となった。

· 地域の人たちをはじめ、新たなネットワークが広がった。

· 物事を分析し、課題を見つけ、改善に向けての計画を考え、行動していくことの重要性を学んだ。

（職員側からの視点）
・ 利用者にとっての所得保障の必要性を痛感し、職員間での話し合いを行い、それぞれの意見を出しあうことによりいいものができていく。しかしながら、目標が多少プレッシャーに感じることもあった。

・ 以前は、福祉的就労という意識が強かったが、一般のレストラン・弁当業界と競争していかなければならないという意識が芽生え、製品・接客・能率等、各職員が考えを持ちはじめた。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのか

　　

・ 工賃を上げていかなければいけないという職員の意識が以前より高まった。

・ コンサルタントとの協働の取り組みにより、施設職員だけでは気付かない専門的な意見を聞くことができた。

・ ネットワーク会議を行うことにより、施設の作業について第三者からの率直な意見を聞くことができた。その中で、宣伝方法、販売の仕方、地域の人たちの率直な意見など具体的なアドバイスをもらえた。

・ 新たなネットワークが広がった。


４．コンサルタントに対する評価
	　初めての試みで施設側の役割とコンサルタントの役割がどこまでなのかわからず、最初は戸惑いがあった。我々が目指していた方向性とコンサルタントが提案する方向性がかみ合わないことあったが、話し合いの中で方向を見出していった。取り組みの中でレストランに関係する専門家（野菜のソムリエ、食器の専門家、デザイナー）を連れて来ていただき、実践的・具体的なアドバイスもたくさん受けることができた。施設側だけではなかなかできなかった徹底したニーズ調査（開店前～開店後）、マニュアルの作成などいろんなアドバイスをもらえたことは、レストランを新規に立ち上げていく上ではとても貴重であった。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	　６ヵ月という短い期間でしたが、いろんな専門家及び第三者の方に入っていただき、いろんなアドバイスをもらいながらレストランの新規立ち上げができた。施設の職員だけではここまでできなかったと思う。

【今年度の反省】

· なかなか計画したスケジュール通りに進まない。

· 課題に対して取り組みを行い、うまくいった場合はいいが、うまくいかなかった場合、課題がそのままになり改善されないままほったらかしになる。

· 目標に達することができなかった理由の分析が不十分。よって、次の改善計画につながらない。

【今後の課題・展望】

営業力の強化、メニューの充実など、今後の課題と対応策（次頁・別紙参照）に基づき、来年度初めには目標売上に達していく予定。


６．19年３月（モデル事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算なども含めて
・ 今後も事務局会議を定期的に行い、売上・経費等の分析を行い、目標達成に向けて取り組んでいく。目標が達成出来てないようであれば、課題を見つけ、解決に向けての改善計画を立て、対応していく。

・ レストランのメニューについては今後も専門化からの指導受け、メニューの充実に努める。

・ チラシ配布等、営業についてのシステムを確立し、できれば営業専門職員を雇用し営業の充実を図る。

・ 現在のネットワーク会議を運営委員会として継続することを検討。


７．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなど
・ コンサルタント（専門家）が一緒に工賃アップに取り組むことは貴重な機会だと思う。

・ まず、職員間での工賃アップについての議論を十分に行い、担当職員だけでなく、施設全体で工賃アップへ取り組んでいくことが重要。特に、理事長・施設長の前向きな姿勢が重要。

・ 利用者や家族との話し合いを行っていく。

・ コンサルタントにも施設側の考えをきちんと話し、それについてアドバイスをもらい、協力をしてもらうという形がいいのではないかと思う。決して、コンサルタント任せになってはうまくいかない。施設が主体性を持つこと。

・ 工賃アップに関して何度もくじけてしまい、「できない」「無理だ」と思うことがあると思うが、コンサルタントの方にも相談しながら新しい方法を常に考えていくことが重要。

・ コンサルタントだけではなく、地域の第三者とのネットワークを作ることも重要。障害者の自立のために工賃アップに取り組むことをきちんと説明することにより、協力体制ができる。

・ いずれにせよ、我々が本気で工賃アップに取り組む気持ちを持てるかどうかにかかっていると思う。


（別紙）
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